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現地調査結果現地調査結果
拡大する富裕層、中間層拡大する富裕層、中間層（特にインドネシア）
・一人あたりGDPの増加＋増加する人口＝マーケット拡大のポテンシャルの存在

・高付加価値製品・サービスへのニーズ

⇒高級車、化粧品、日本料理店、教育、ＩＴサービスの普及、高級ショッピングモールの出現

国内の拠点では取れない新たな市場国内の拠点では取れない新たな市場
・拡大する市場をめざし、グローバル企業の更なる進出・増設の見込み

⇒国民所得向上により更なるモータリゼーションの進展（人口増に加えオートバイから自動車への乗換も）

⇒現在浸透していない白物家電にも可能性

・日系企業の現地調達率アップ⇒ローカル企業の層が薄く、技術があれば日本よりもビジネスチャンスが期待

・従来の系列にとらわれない取引関係の可能性

・製造・販売に附随するサービスへのニーズ

1

グローバル化の加速グローバル化の加速
・ベトナム、インドネシアともに在留邦人数が1万人前後と増加傾向にあり、特にジャカルタの日本人学校在籍

数は数年で倍増している。日系進出企業はそれぞれ1000社前後。在留韓国人数は5万人超。

・日系及び現地企業による工業団地の造成計画・販売の拡大

・中小企業の進出を意識した受入体制の兆し⇒小規模工業団地、レンタル工場、裾野産業育成の方向性打ち出し

海外展開のタイミング海外展開のタイミング
・インドネシアにおける液晶テレビでは、いち早く攻勢をかけた韓国勢が主要シェアを握っており、後発組の

日本勢は劣勢に立たされている。スーパーマーケットについて同様の構図となるおそれも。

・一方、自動車業界では、日系自動車企業が３０年以上前から進出。現地化により市場を囲い込み、販売店網

などアフターサービスの充実に取り組んできた結果、国内の日本車率は９５％。
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じゃかるた新聞8面 4

じゃかるた新聞
創刊12年。インドネシアの民主化と
ともに発刊。発行部数4,000～
4,500部。
日本人を対象にインドネシア内の
ニュースを掲載しており、多くのイン
ドネシア在住の日本人が購読。
ホテルに宿泊している日本人にも
配布されている。


